
（9）市報 ひがしまつしま

守
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、

「
地
域
の
特
性
」

の
重
視
で
す
。

津
波
に
よ
り
家

屋
の
流
失
、
全

壊
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け

た
地
区
に
お
け

る
生
活
の
再
建

が
可
能
に
な
る

よ
う
、
宮
戸
か

ら
大
曲
に
至
る

そ
れ
ぞ
れ
の
沿

岸
地
区
の
特
性

や
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
意

向
な
ど
に
配
慮

し
た
土
地
利
用

を
基
本
と
し
、

地
域
特
性
に
応

じ
た
復
興
を
目

指
す
も
の
で

す
。
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復
興
ま
ち
づ
く
り
構
想
図
案
作
成

　
市
で
は
、
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
と
被
災
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
集
団
移
転
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

「
復
興
ま
ち
づ
く
り
構
想
図
案
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
構
想
図
案
は
、
被
災
し
た
方
々
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
安
全
な
地
域
へ
の
移
転
」
に
対
す
る
要
望
や
「
津
波
の
危
険
を
常
に
感
じ
な
が
ら

生
活
は
し
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
声
な
ど
を
も
と
に
市
役
所
内
で
土
地
利
用
調
整
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
復
興
の
土
地
利
用
構
想
に
つ
い
て
図
示
し
た
も
の
で
す
。
今
回
示
し
た
図
案
は
、
た
た
き
台

と
し
て
、
今
後
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
、
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
本
市
の
復
興
土
地
利
用
構
想

は
、
2
つ
の
基
本
な
考
え
方
を

基
に
作
成
。
1
つ
は
、「
災
害

か
ら
人
命
を
守
る
」
こ
と
を
最

重
視
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
震

災
で
堅
固
な
防
御
施
設
を
整
備

し
て
も
完
璧
な
津
波
防
御
は
困

難
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
津
波
の
衝
撃
や

速
度
を
弱
め
る
手
段
を
講
じ
、

適
切
な
避
難
場
所
、
避
難
路
を

確
保
し
、
人
命
を
最
優
先
し
て

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る

現
時
点
の
構
想
を
紹
介
し
ま

す
。大
曲
浜
地
区
の
住
居
系
は
、

浜
地
区
外
へ
の
移
転
を
基
本
と

し
、
地
区
内
へ
の
残
留
は
例
外

的
な
ケ
ー
ス
に
限
り
認
め
る
形

で
、
安
全
性
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
移
転
先
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
観
点
か
ら

集
団
的
な
移
転
の
推
進
を
目
指

し
ま
す
。

　
移
転
跡
地
の
活
用
は
、
石
巻

工
業
港
と
連
担
す
る
地
区
と
し

て
工
業
地
や
矢
本
海
浜
緑
地
の

拡
大
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
地
な
ど
の
活

用
を
視
野
に
入
れ
、
多
方
面
か

ら
検
討
し
ま
す
。

　
生
業
に
よ
り
地
区
内
に
残
る

施
設
は
可
能
な
限
り
集
約
し
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
強
固

な
構
造
物
で
の
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
避
難

施
設
と
し
て
高
さ
10
ｍ
以
上
の

工
作
物
の
整
備
計
画
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方

の
う
ち
、
新
た
に
住
宅
を
建
設

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め

に
は
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
な

ど
の
住
宅
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
野
蒜
地
区
で
は
、
東
名
運
河

以
南
は
市
街
地
、
集
落
の
移
転

を
原
則
と
し
、
北
側
丘
陵
地
に

移
転
用
地
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
大
曲
浜
地
区
と
同

様
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
移
転
跡
地
は
都
市
公
園
や
農

業
的
土
地
利
用
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
用
地
な
ど
多
方
面
か
ら
の

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緊

急
時
の
避
難
施
設
の
適
切
な
整

備
計
画
を
推
進
し
ま
す
。
東
名

運
河
か
ら
北
側
の
地
域
は
、
東

名
運
河
北
岸
に
津
波
の
衝
撃
を

大
幅
に
軽
減
で
き
る
内
陸
型
堤

防
の
整
備
計
画
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
JR
仙
石
線
の
移
設
復
興

と
合
わ
せ
て
地
区
内
の
道
路
を

再
整
備
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
市
街
地
か
ら
の
一
時
避

難
場
所
を
背
後
丘
陵
地
に
確
保

し
、
接
続
道
路
や
歩
行
者
専
用

道
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
浜
須
賀
、立
沼
、弘
法
、牛
網
、

浜
市
地
区
内
で
は
生
業（
農
・

漁
業
）の
継
続
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、現
存
公
共
施
設

（
学
校
等
）の
活
用
も
含
め
一
時

避
難
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、一
時
避
難
施
設
に
至

る
避
難
路
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。ま
た
、集
落
を
守
る
嵩
上
げ

道
路
を
計
画
整
備
し
ま
す
。地

区
外
移
転
へ
の
希
望
に
対
し
て

は
、市
域
の
近
隣
集
落
地
域
で

の
宅
地
造
成
や
災
害
復
興
公
営

住
宅
等
で
の
受
け
入
れ
対
応
を

行
い
ま
す
。

　
宮
戸
地
区
沿
岸
部
に
つ
い
て

は
、
漁
港
、
海
水
浴
場
の
機
能

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
防
波
堤

な
ど
の
海
岸
保
全
施
設
を
補
強

整
備
し
ま
す
。
低
地
部
に
お
い

て
は
、
背
後
の
高
台
へ
の
避
難

ル
ー
ト
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
低
地
部
か
ら
一
時
避

難
地
へ
の
道
を
整
え
、
被
災
者

基
本
的
な
考
え
方

大
曲
浜
地
区

野
蒜
地
区

宮
戸
地
区

浜
須
賀
、
立
沼
、
弘
法
、

牛
網
、
浜
市
地
区
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回数 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

組
織

震災復興本部 随時 立上げ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 3 月まで 10 回

復興まちづくり計画有識者委員会 ４回 第 1 回 
6/28 第２回 第３回 第４回

復興まちづくり計画ワーキングチーム 随時 準備会
5/30

①
6/13

②
7/4 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

土地利用調整チーム 随時 ③ ④⑤ ⑥ ⑦⑧⑨ 報告 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

策
定
検
討
内
容

①計画フレームの検討
　■目的・コンセプト・目標年次・構成
②被災状況の把握・整理
③市民アンケートの検討・実施 検討 実施 まとめ
④分野別課題・基本方針の検討
例■安全安心のまちづくり
　■活力ある産業・経済づくり
　■自治と支え合いのコミュニティづくり
⑤地区懇談会 / 市民ヒアリング ８地区 地区懇談会 まとめ
⑥主要事業の検討
　■事業内容・主体・期間
⑦復興まちづくり計画素案策定（一次）

意
見
収
集
・

調
整

⑧庁内調整 / 県等計画との調整
⑨復興まちづくり懇談会 <8 地区役員等 > 実施 実施 実施 まとめ
⑩パブリックコメント 意見募集 まとめ
⑪復興まちづくり計画案策定（二次）

説明 ⑫議会説明 計画案
⑬最終復興まちづくり計画（三次） 決定

反映

反映

反映

方針・事業素案

反映
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向
け
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
建

設
を
推
進
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
震
災
か
ら
百
日
目

に
開
催
さ
れ
た
慰
霊
祭
を
一
つ

の
区
切
り
と
し
、
翌
日
の
6
月

19
日
に
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
市
震
災
復
興
本
部
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
本
部
の
体
制
は
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
活
動
を
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
災
害
対
策
」も
継
続
す
る
中
で
、

震
災
の
復
興
を
推
進
す
る
本
部

の
体
制
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
庁
内
の
体
制
に
つ
い

て
も
、
従
前
の
被
災
者
支
援
体

制
に
加
え
、
7
月
を
目
途
に
庁

内
に
「
復
興
の
政
策
・
調
整
を

担
う
部
局
」
を
設
置
し
、
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
加

速
さ
せ
、
震
災
か
ら
の
早
期
復

興
を
推
進
し
ま
す
。

■
問　
震
災
復
興
準
備
室

　
☎
内
線
１
２
４
０

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル


